
⽀援センター通信�
浦安市障がい者就労�

パワーハラスメントの種類
①暴⼒‧傷害
②脅迫‧名誉棄損‧侮辱‧ひどい暴⾔
③隔離‧仲間外し‧無視
④業務上不可能と思われることの強要
(過度な要求)
⑤業務上合理性のない作業の要求
⑥私的なことに過度に⽴ち⼊る

7つの提案
①思っていることを素直に⾔う
②できないところではなく、できているところを⾒る
③相⼿への感謝を忘れない
④⽂句(批判)と⼀緒に解決策の提案
⑤建設的な話し合いの場を作る
⑥⾃分が出来ないことを受け⼊れる
⑦失敗は隠さずに謝る姿勢が⼤事

講義内容
 ⼤きく分けてハラスメントの歴史、職場で起こりやすいハラスメント
の説明、パワーハラスメントの現状等について話をしました。
 今回は、パワーハラスメントについて深堀りしながら進めていきまし
た。どんな⾏為が、パワーハラスメント⾏為に当たるのか、⾏為が起こ
った場合どうすれば良いのか紹介しました。パワーハラスメントを防⽌
するための7つの提案についても下記で紹介いたします。
 講義の後半では、参加者全員に現場での体験談、実際に起こったハラ
スメント、それに対する対策やアドバイスなどの共有を⾏いました。
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令和6年度第2回就労⽀援ネットワーク会議が開催されました令和6年度第2回就労⽀援ネットワーク会議が開催されました
 2⽉21⽇(⾦)に『令和6年度第2回浦安市障がい者就労⽀援ネットワー
ク会議』が開催されました。市内の福祉事業所や特別⽀援学校から多く
の⽅々にご参加いただきました。お忙しい中ありがとうございました。
 今回は、「ハラスメント」をテーマに、浦安市障がい者就労⽀援セン
ター・興松(産業カウンセラー)が講義を⾏いました。後半はグループワ
ークではなく、全体でディスカッション形式で進めていきました。講義
内容や、情報共有で出た内容を⼀部紹介いたします。

アンケート結果

・�体でのディスカッションだったので�さんのお�をじっくり�け
たことがとても��になりました。�援に活かしていきます。ありが
とうございました。
・どこの事業�もハラスメント問題を�えているのだと知れました。
��になりつつあるワードではありますが、��者の�だけでなく�
�者側のケアも必�だと思いました。
・�内でどのように��していくべきか模索していたため、�向性を
掴めて��のある内�でした。�々な事業�でのケースを�えていた
だき、これからの�題�決の��にさせていただきます。

ご回�ありがとうございます。��の��にさせていただきます。

▲ディスカッションの��



 

アクセス�
公共交通機関 舞浜駅南⼝より東京ベイシティバス２０系統千⿃線（バス乗⾞１０分）�
舞浜⾏（千⿃循環）�千⿃⻄⾏ クリーンセンター�⾏ クリーンセンター下⾞�徒歩７分�
※千⿃⾞庫⾏のバスはクリーンセンターバス停には停⾞しません。�

新型コロナウイルス感染症対策について�

2023 年 5 月 8 日より新型コロナ感染症法上の位置づけ
が5類に移行しました。 

マスクの着用については個人の主体的な選択を尊重し、個
人の判断で着脱をお願いいたします。 

咳エチケットの観点から、職員はマスクを着用するように
しております。 

よろしく�
お願いします�

面談および講座の運営は、 
ソーシャルディスタンスを保ち実施しております。

�援センターまでのアクセス 

健康講座 季節の変わり目にご注意を
 �しい�さも⽇に⽇に和らいできました。�しずつ�の�れを�じ
られるようになってきました。�は1年の中で�暖�が⼀�⼤きいと
�われています。気温の��に��しようと����が活発に働くた
め、エネルギーをたくさん消耗し、⾃律��が乱れ、体に不�が現れ
ます。ほかにも、気圧や⽇照時間の��、⽣活��の��、�粉�な
ども��となります。予�策をいくつか��いたします。良かったら
�してみてください。

①バランスの良い⾷事を⼼がける ②良質な睡眠を取る

③適切な服装を選ぶ ⑤花粉症の対策をする④適度に運動をする

⾷⽣活のバランスが悪いと体調を崩しやすく
なります。⾷事を摂取すると消化のために副
交感神経が活発に働き、体がリラックスモー
ドになります。⾷事を抜いてしまうと交感神
経が働いたままになり、⾃律神経のバランス
が乱れる原因となります。

寝る前の電⼦機器を⾒続けると、ブ
ルーライトの影響で交感神経が活発
になり、睡眠に悪影響を及ぼす恐れ
があります。寝る前はなるべく控え
るようにしましょう。

寒暖差が⼤きいため、対策が
必要です。カーディガンやス
トールがあると便利です。
⾸・⼿⾸・⾜⾸を温めるよう
にすると寒さを感じにくくな
ります。

適度に運動をすることで体温が
上がり⾎流が良くなります。⾎
流が良くなり、冷えの防⽌にな
ります。また、気分転換やスト
レス発散効果も期待できます。

体が花粉を異物と誤って認識
することで発⽣するアレルギ
ー反応です。服薬でアレルギ
ー反応を抑えたり、外出時に
マスクや眼鏡を付けることで
抑えられることがあります。


